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主な内容

源
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十

一
月
二
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
日
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
一こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す

一　

教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

老
人
を
う
や
ま
い
　
一し
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す

◇

◇

◇

◇

土砂災害防止|こほ…危険の察矢□と早めの避難!……………2
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危眠り棄策1巴具めの理郭!玉秘災善晰止にば

島根県でほ近年大きな受害ほ起きていません。

しかしながら、全国では毎年平均 1000件 もの土砂災害が発生しており、昨年熊本県水俣市で起きた土石流
受書も記憶|こ新しいところです。

島根県では、砂防ダムや急傾斜地、地滑りの対策工事を行っていますが、新しい危険箇所も年々増えているこ
とから、整備が進まないのが実情です。

土砂受害から身を守るため|こは、土砂受害を矢□り、土砂受害の危険を察矢□し、そして早めの避難を行うことが大
変重要です。

斜面から水 地面 こひび割れ     沢 や井戸濁り

1時 間20ミリ、総雨量100ミリになっ

たら注意が必要です。

●日頃から避難路、避難場所を確認しておきましょう。
●土砂災害は深夜、早朝に起こりがちです。
●前兆現象を見たら!聞いたら!

・・・声掛け合って ・・早めの避難!!

●そして ・・・

市町村役場か土木事務所に至急ご連絡ください。

「土砂受害防止法」は、土砂災害の危険性のある区域を明らか|こし、警戒避難体制の整備を図るとともに、新たな
危険箇所の増加を防止することを目的として平成13年4月 |こ施行されました。

県|こおいてはこのための基礎調査を市町村ごと|こ順次実施しており、平成21年度までに県内全域の調査を完了
する予定です遷 礎調査の実施|こご協力<だ さい。

山鳴り 水位低下

豪
雨
災
害
が
発
生
し
や
す
い
梅
雨

を
前
に
、

受
害
時
の
役
割
や
活
動
の

手
順
を
確
認
す
る
た
め
に
防
受
訓
練

を
行
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
行
政
機
関
ば
か
り

で
な
＜
、

各
町
内
の
防
災
会
や
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

訓
練
参
加
者
や
見
学
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
あ
問
い

合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

※
　
当
日
ほ
防
災
行
政
無
線
の
放
送

訓
練
の
他
、

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

ほ
よ
る
救
出
訓
練
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

訓
練
会
場
周
辺
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
内
容
　
水
防
、

避
難
、

救
出
、

応
急
措
置
な
ど

日
時
　
６
月
６
日
個

午
前
８
時
３０
分
～
正
午
ご
ろ

場
所
　
下
府
川
河
川
防
受

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
消
防
署

（奮

②
０
１
１
９
）
、

総
務
課
防
災
交

通
係

（奮
内
線
３
２
５
）

広報はまだ :平成16年6月 1日暑



浜田市1山1避
地震、風水害、大火災など大きな災害が起こつた場合の避難場所として公共施設などを指定しています。ふ

だんから家族みんなで避難場所やその道|‖頁を確認しておきましよう。災喜時|こほ町内|ここだわらず、安全だと

思われる避難所を選んで避難して<だ さい。

また、各町内の公民館などでほ他町内の住民であつてもこころよ<受 |サ入れて<だ さい。

1所在地   1  施 設名         | 1所 在地   1  施 設名         | 1所 在地   1  施 設名

外ノ浦町

租原町

殿 町 |

日 町
朝国町
紺屋町
蛭子町 |
片庭町
港  町
高日町

大辻町

瀬戸ケ島町

元浜町

原町
清水町
瀬戸見町

熱田町

長浜町

所在地

鍋石町

楳日原町

日橋町

横山町

内村町

内日町

井野町

金刃比羅神社
◎ 浜日市健康増進センター

◎ 市立子育て支援センター

ちどり保育所
浜国家政高等専1参学校
厳島神社
心覚院

◎ 浜田市民集会所
動労膏少年ホーム

浜日商工会議所
夕日ケ丘幼稚園

1 立 正佼成会浜田教会
‐

浜日護国神社(社務所)
寵泉寺
朝白町研修セラタ丁
紺屋町会館
八幡宮

◎ 原井小学校
下山稲荷神社

◎ 原井幼稚園
あおい保育園

◎ 県立浜日水産高等学校
瀬戸ケ島公民館
厳島神社
極楽寺
浜日市漁協 3暑 市場
ひかり保育所

1 真光寺
専称寺

福井地区集会所
長浜幼稚園

県立浜□商業高等学校
浜国高等技術校(添育館)
福井公民館 (大元約社)
石原団地集会場
れんげ保育園
〉,入公民館
マリン交流センタ■
倉」価学会浜日文化会館
熟日7町内会集会所
長浜小学校
天神会館
ちどり第2保育所
長浜商港会館
明清寺
禅床院
長浜9町内公民館
長浜10町内公民館

生湯神社        | |
生湯 3町 内公民館    | 1周 布町
生湯 4町 内公民館    | |

周布小学校
周布公民館
聖徳寺
第三中学校
周布幼稚園
日lll保育園
日lll児童館
日l却八1番宮
日脚和泉集会所

大久保生活改善センター

浄土寺
下府公民館 (伊甘神社)
下府集会所
浜日東中学校
国府公民館
国府小学校
国府ふれあいセンター

国府体育館
こ<8保 育園
唐鐘公民館
県立浜日養護学校
県立浜日ろう学校
宇野小学校
宇野公民館
東町内公民館
宇野八幡宮

有福小学校
国府公民館有福分館

有福保育園

光現寺
大津公民館
姉金公民館

生湯町

長沢町

浅井町

黒川町

相生町

竹迫町

杉戸町
高佐町
河内町

野原町

原井町

笠柄町

三階町

内村町

長見町

後野町

佐野町

宇津丼町

◎
◎
　
◎
◎

多陀寺     |
長沢神社
二反日集会所
長沢保育園
長沢児童館
長沢 2町 内児童会館

◎ 松原小学校  |  |
1 聖 ′均レナバ保育園 |

緑ケ丘集会所  ‐
浅井公民館‐‐   ‐
浅井神社   |
県立浜田高等学校    | |

審寛釈垂篠       | 1西村町
天理教浜日分教会    | |
石見公民館       | |
社家地神社       | |
三宮神社        | 1折 居町

日lll町

治和町

津摩町

◎ 浜日浄苑
治示□児童館
漁業協同組合津摩支所

◎ 津摩児童館
西栂 1町内自治公民館
酉栂 2町 内集会場
大谷児童館
力右集会所
力石大元神社
八幡宮
折居自治公民館

厳島神社
◎ 大麻公民館

所在地

上府町

施設名
◎ 上府小学校

上府公民館
久畑生活改善センター

天神生活改善センター

安国寺
上府八幡宣
上府町荒相地区緊急避難所

◎ 白 治会久代公民館
久代神社

久代町

下府町

宇野町   |

| ◎

下有福町  |◎

大金町   |

◎収容避難所

校害が大き<、 宿)白を前提とする避難所

です。学校や大きな公民館などを指定して

います。

それ以外は、緊急。一時避難所です。
一時避難所 激 しい地震の直後などこ一時

的に避難する場所。学校の校庭などです。

緊急避難所 受 害時 こ短期間の避難をする

建物。最寄りの学校、公民館などです。

問い合わせ先

総務課防災交通係 (a内 線 325)

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
　
　
◎
◎
◎

町分国

◎

◎
　
　
◎
◎

施設名
美川公民館東分館
鍋右公民館
裸日原公民館
福王寺
大元神社
美川公民館西分館
田橋児童館
大元神社
老人肉用牛セッター

浜日市農業構造改善センター
ーの瀬公民館
長福寺
牛谷公民館
第四中学校
美川小学校
美川幼稚園
貫船集会所 (中内日)
井野町集会所

善福寺 (公民館)
みのり保育園
相生 2町 内公民館
竹迫 4町 内集会場
三階小学校
杉戸公民館    |
高佐公民館 (大元神社)
浜田自動車学校 |
野原 1町内公民館
野原 2町 内公民館

第二中学校
雲雀丘小学校
原井公民館 |

原井 1町内公民館
笠柄町集会所
石見公民館 ネ日谷分館
三階 1町内集会場
三階 2町 内集会場 |

三階 3町 内集会場
三階4町 内集会場| |

三階 5町 内集会場

三階0町 内公民館
三階了町内集会場
十文字原集会場
右見公民館 1長見分館 |

長見 1町内公民館
長見 2町 内公民館

長見3町 内公民館 |
大歳神社 ‐
善福寺   |
後野小学校
後野 1町内公民館
後野 2町 内公民館

後野 3町 内公民館
後野 4町 内公民館
後野 6町 内公民館
佐野小学校  ‐   |

つ<し 保育園
神楽会館    |
町町内生活改善セラター

下町内生活改善センタ上

美日会館    ‐  |
田原集会所
石見公民館 宇 津丼分館
大歳神社

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

広報ほまだ :平成16年 6月 1国 暑



r受アbの 笑 顔ひろがる 水 道水J

水
道
事
業
は
、

独
立
採
算
制
で
、

そ
の
事
業
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
収
入

で
支
出
を
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、

将
来
展
望
ほ
た

っ
た
施

設
の
整
備
、

国
常
の
維
持
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
＜
た
め
ほ
は
多
額
の
経

費
が
必
要
で
、

こ
の
経
費
ほ
税
金
で

は
な
＜
普
さ
ん
Ｅ
支
払

っ
て
も
ら
う

水
道
料
金
と
長
期
の
借
入
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
借
入
金
の

返
済
は
、

水
道
料
金
の
中
か
ら
少
し

ず
つ
返
済
し
、

経
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
道
事
業
は
、

皆
さ

ん
の
深
い
理
解
と
協
力
任
よ

っ
て
支

え
ら
れ
な
が
ら
、

さ
ら
に
大
き
＜
成

長
し
、

快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
営

ん
で
も
ら
う
た
め
、

努
力
し
て
い
ま

す
。

今
後
も
経
営
の
効
率
化
と
健
全

化
に
心
が
け
、

市
民
の
普
さ
ん
ほ
愛

さ
れ
る
水
道
で
あ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

皆
さ

　

　

　

　

い

①
家
庭
の
水
道
工
事
の
申
し
込
み

給
水
装
置

の
新
設
、

増
設
、

改

造
、

修
理
な
ど
は
、

市
の
指
定
工
事

事
業
者

（下
表
参
照
）
区
申
し
込
ん

で
＜
だ
さ
い
。

水
道
工
事
区
必
要
な

手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
え
ま
す
。

※
　
市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
引

き
込
み
さ
れ
て
い
る
給
水
管
は
、

水
道
に
つ
い
て
、

広
＜
国
民
の
理

解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、

今
年
も

第
４６
□

「水
道
週
間
」
が
６
月
１
国

か
ら
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

量
水
器

（メ
ー
タ
ー
器

・
市
が
管

理
）
を
除
い
て
曽
さ
ん
の
所
有
物

で
す
の
で

（左
図
参
照
）
、

修
理
、

維
持
管
理
ほ
普
さ
ん
の
責
任

で

行

っ
て
＜
だ
さ
い
。

た
だ
し
、

第

一
止
水
栓
ま
で
の
漏
水
や
破
損

は
、

市
が
維
持
管
理
上
修
理
し
ま

す
。

①
住
居
の
移
転

住
居
を
移
転
す
る
と
き
は
、

事
前

区
水
道
部
ま
で
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。

①
水
道
の
故
障

家
庭

の
水
道
が
故
障
し
た
と
き

は
、

市
の
指
定
工
事
事
業
者

（下
表

参
照
）
ほ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

な
か
、

休
日
、

夜
間
の
場
合
は
、

浜

日
ガ
ス
水
道
工
事
の

（ａ
②
０
７
３

７
）
へ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

①
工
事
に
伴
う
断
水

水
道
本
管
の
破
裂
な
ど
の
突
発
事

故
で
の
断
水
ほ
、

断
水
の
連
絡
が
行

き
届
か
な
い
こ
と
や
、

濁
り
水
、

工

事
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
検
針
へ
の
ご
協
力

量
水
器

（メ
ー
タ
ー
器
）
付
近
ほ

物
を
置
か
な
い
で
＜
だ
さ
い
。

ま

た
、

犬
ほ
出
入
□
や
量
水
器
か
ら
離

れ
た
場
所
ほ
つ
な
い
で
あ
い
て
＜
だ

さ
い
。

①
漏
水
発
見
の
ご
協
力

漏
水
し
た
水
の
料
金
ほ
使
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
か
月
ほ

２
～
３
回
ほ
調
べ
て
＜
だ
さ
い
。

蛇

□
を
全
部
し
め
て
、

量
水
器
文
字
盤

に
つ
い
て
い
る
銀
色
の
パ
イ
ロ
ツ
ト

が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し

て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
市
の
指
定
工
事

事
業
者

（下
表
参
照
）
任
連
絡
し
修

理
し
て
＜
だ
さ
い
。

①
貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、

貯
水
槽

水
道
の
設
置
者
は
、

清
掃
、

点
検
、

検
査
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
２
要

が
あ
り
ま
す
。

貯
水
槽
の
清
掃
な
ど

ほ
１
年
に
１
回
ほ
行
っ
て
＜
だ
さ
い
。

美
川
浄
水
場
で
は
、

グ
ル
ー
プ
で

の
見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

場

内
の
庭
園
区
設
け
ら
れ
た
池
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て
も

ら
っ
た
錦
鯉
が
添
ざ
、

来
場
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
＜
れ
ま
す
。

申
込
先
　
美
川
浄
水
場

（谷
②
０
６
９
０
）

蒸発残留物 水 こ含まれている物質の量  昧 覚の基準
硬度    カ ルンウム、マグネンウムなどの墨  味 覚の基準
有機物など 過 マンガソ酸カリウム消費量  味 覚の基準
塩素イオン 味 覚の基準   鉄  色 合いの基準
PH値    水 系イオン濃度 (アルカリ、酸性度)

説 明 図

兆
戦

公
　
　
　
＝
給
水
管

↑
　
　
　
“

（み
な
さ
ん
の
所
有
）

×

第

一
止
水
栓

Ｏ

量
水
器

一

（市
所
有
）

量
水
器
（市
所
有
）↓

（地
下
式
ま
た
は
地
上
式
）

(断面図)

おいしい水の水貿条件と浜回の水道水の比較  平 成15年6月 検査

水 草 狼 目 水質基準 おいしい水の基準 浜日の水道水

墓 発 残 留 物 500m費/!材,次司F 50～200m只/協以下 68～ 119m烹/十材

硬 度 300m質/1ルめ火¬F 50mダ村以下 237～ 47 6mg/【‖

有機物なと 5m貿/協以下 lm貿/!,少文T 0 3-/0 8m質/【,

塩素イオン 200m質/十材l_A¬F 50mg/1ヤめ火¬F 75～ 25 6mg/村

鉄 03m貿/!材以下 0 02m質/!材D文
~F

002～ 004帳 /【ヤ

PHイ直 5 8ハフ8 6 6 0′ヽフ7 5 6 7^フ7 7

味 ・臭気 異常でないこと 異常でないこと 異 常 な t

7K)吊 水 質 暮 準 札 20℃以 下 183～ 220℃

浜田市水道事業指定給水装置工事事業者
半 岡 lb笠

業 者  名 任 所 電   話 業 者  名 仁 所 電
‐

■‐籠

0 相 生 設 備

0ア インーニス

mア サ ・テクノ

0 旭  設  備

0 安 藤 設 備

(合資)石見水泉社

イ ワ ミ水 道 0

舟店村電Ffェ諾[益]営業所

M K  水  道

大 原 技 研 0

角 日 工 業 御

勝日土地開発0

江津水道工事0

Gll合同ガスセンター

五 大 設 備 0

坂 本  設  備

0 さ さ き設 備

山陰夕市夕葉用朽‖抱営業rl

J陰l遣工業8浜日営業所

山陰冷暖t■益8営業所

山陽空記工業榊三AP/豆盾

ンソセイ技冊喘浜E営業rF

石州水道工事伽

町

市

市

断
】
町

町

町

市

町

町

市

町

市

町

市

町

市

町

町

南

丙

町

丙

沢

日

島

　

佐

井

江

日

隅

湯

日

野

津

府

津

分

津

府

沢

田

日

沢

津

長

益

広

旭

高

浅

は

益

三

生

益

佐

江

下

江

国

江

下

長

益

大

長

江

② 2747

0856④1288

032-229-5311

④ 0022

② 6587

② 0783

0855⑭0788

0856②1677

C⊃11了 2

② 7 7 1 0

0856①2780

② 0 3 8 9

0855②2016

0 0 1 7 0

0855②2890

① 1 2 5 1

0855①2000

② 4 1 7 0

② 1299

0856②6488

0854②3311

② 8566

085502176

0 第 一 設 備

帥 大 広 設 備

0ダ イヤ環境衛生

ダン環境設備い

中 国 設 備 い

仰中電工浜由営業Pr

m電 設サービ又

東 洋 設 備 0

m 中 島 水 道

0 日 伸 水 道

浜日ガス71r道工事い

浜 日 ヤル I l 巾

べんりしょっ8)チメロ

豊生建設ll浜ご営業所

マ ル■ 設備 船

マル■設備納江津支店

船 三 浦 工 務 店

帥三隅おスセンター

働  免   出

ヤ マ オ カ設 備

温 泉 津 管 工 事

0 横 日 水 道

国倉町

長沢町

黒1 町

長沢町

原井町

殿 町

黒1 町

浅井町

港 町

全城町

港 町

熱E町

殿 町

折居町

熱日町

江津市

天注町

三塙町

広島高

三隅町

渇景=年

江津市

C D 2  5  6 了

104
④ l 1 6 9

や|
④ 0 1 4 0

② 2 9 5 4

1伊

④ 1 3 1 5

10‐
② 0 7 3 7

④ 6 0 2 2

つ す ■車■‐

④ 0 4 1 6

抽
②2135

10Ⅲ Ⅲ Ⅲ

つ■|l1/
0855①3085

111売6"お

広報|よまだ :平成16年6月 1日暑



慌び l

回
収
ボ
ツ
ク
ス
一の
設
置

屋
警
通

廃乾電池回収ボツクスを設置しています。ご家庭で

不要|こなつた廃乾電池を回収しますので禾」用して<だ

さい。(指定袋|こ入れる防要ほありません)

設置場所 市 役所 1階ロビー(市民課前)、各連絡係(国

府、長浜、周布、美川、大麻、有福)、石見公民館

回収除外品 ボ タン電池、三カド電池、バッテリー、

補聴器用空気電池ほ収集できません。販売店もし<

ほ処理業者へお問い合わせ<だ さしヽ。

問い合わせ先 環 境課清掃対策係 (a内線 257)

― ― ― ―

不滋投棄‐はぢE罪です

昨年度、市で管理する公園内で発生した一般ごみの

不法投棄現場の惨状です。

市で|よ、環境パトロールを実施して不法投棄の発見

こ努めており、発見次第警察|こ通報しています。

不法投棄は、法律 こより5年 以下の懲役、一千万円

以下の罰金 (法人の場合は一億円以下)こ処せられます。

問い合わせ先 地 籍管理課管理係 (a内線 439)

広報ほまだ :平成16年6月 1日暑

ライターとスプレー缶は
別築に入れてください。

先日、ライターとスプレー缶が原因だと思われる収

集車火災が発生 しました。収集車ほ普さんの財産で

す。今後の収集車火災を防ぐため、ライター、卓上コ

ンロのガスボンベ缶、スプレー缶は、らず使い切つた

後、他の燃やせないごみとほ尼」の燃やせないごみ袋

(青)|こ入れて、燃やせないごみの国に出して<だ さ

い。

問い合わせ先 環 境課清掃対策係 (a内線 257)

― ― ― X D Qγ 証狗 ―

公
園
を
大
切
に
優
い
ま
し
よ
う

公
園
は
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
大
切
な
公
共
施
設
で
す
。

市
民
の

誰
も
が
気
持
ち
よ
＜
使
用
す
る
た
め

に
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。

１
ご
み
ほ
持
ち
帰
る
。

２
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
、

５

ん
ほ
持
ち
帰
る
。

３
遊
具
ほ
正
し
＜
使
う
。

４
他
人
の
迷
惑
と
な
る
危
険
な
遊
び

ほ
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
Ｅ
注
意
し
、

マ

ナ
ー
を
守

っ
て
楽
し
＜
公
園
を
使
用

し
ま
し
よ
う
。



蘊 「中国04総lt」男子ツフ∬ ―ル競
6 7 日開催 (8月 7日 )まで あと

(6月 1日起算)

ゼロ∃ン

議

単       男 子ツフトボ…      り

開会式 長 与総合公園ふれあい広場

(長崎県西彼杵郡長与町)

地元で初優勝 !

長崎県立佐世保西高等学校
開会式 でのフ トラクシ ョン 龍 踊 り

200%持効旅体 とじ争"〔Zの鶏 <盗くとる

観覧席 での応援風昇

観覧席 での応援風景

① ① ① ソフトボールの特徴 ③ ① ①
ディーピー   デ フォ

～DPと DE F O～

野球では、攻撃の時こ、守備者|こ替わって打撃のみを

行う、 「D日 (指名打者)」というルールがあります。

ソフトボールも同じようにD日 (才旨名打者)というルー

ルがありましたが、翻或15年|こD日から 「DPC旨 名選手)」

というルール|こ改正され、内容が大き<変 わりました。

すこし複雑なルールですが、D川 からDPに ルールが

改正されたこと|こより、戦術の幅は大き<広 がり、選手

の特色をいかすことができるよう|こなりました。

★再出場(リエントリー) …ソフトボールでは、スターテイン

グプレイヤーはいったん試合から

退いても、一度に限り再出場する

ことが認められてしヽます。

)レーー)レ 特 徴

以

IDH!

[ D E S I G N A T E D  H I T T E R ]

(指名打者)

・攻撃のみを行う選手

・円出場★できない

一副 ・守備のみを行う選手

・再出場できない

現

　

在

[ D [ S 1 6 N A 「[ D  P L A Y [ R ]

(指名選手)

政撃を行う選手

守備こも参加できる

守備のみはできない

再出場できる

D P と D E F

Oが 入れ替わっ

て、二人同時 こ

試合に出場する

ことはできませ

ん
[ D E F E N S E  O N L Y ]

(指名選手の守備者)

守備を行う選手

政撃|こも参力8できる

攻撃のみまできない

再出場できる

崎わせ先
ぎ   薔 aほ『『褪繰 導 肇 広報はまだ :平成16年6月 1日暑



諄

二
月
の
あ
る
朝
、

浜
日
川
沿
い

の
道
を
市
役
所
へ
出
勤
の
途
中
、

お
と
し
よ
り
夫
婦
か
ら

「
こ
の
通

り
を
高
齢
者
が
歩
き
や
す
い
道
Ｅ

早
＜
し
て
下
さ
い
。

」
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
浜
日
市
役
所
は
、

明
治

３０
年
代
か
ら
半
世
紀
Ｅ
わ
た
り
旧

制
浜
日
中
学
が
建

っ
て
い
た
由
緒

あ
る
場
所
で
す
。

当
時
は
、

東
ほ

日
町
の
交
差
点
ま
で
校
庭
な
ど
関

連
施
設
が
あ
り
、

浜
田
川
の
河
畔

ほ
今
も
か
す
か
な
当
時
の
風
情
が

偲
ば
れ
ま
す
。

５０
本
近
＜
の
桜
並

本
の
下
を
歩
き
川
面
で
派
ぐ
鯉
や

舞
降
り
る
サ
ギ
な
ど
の
鳥
が
遊
ぶ

様
子
を
見
る
だ
け
で
、

心
が
洗
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、

路
面
が
悪
＜

前
後
か
ら
走
り
来
る
車
を
気
に
し

な
が
ら
の
歩
行
は
、

確
か
ほ
疲
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
で
市
長
就
任
以
来
、

市

役
所
ほ
隣
接
し
閉
鎖
さ
れ
て
い
る

旧
市
民
会
館
の
跡
利
用
に
つ
い

お充調ですか②

浜田市長 宇 津徹男

て
、

厳
し
い
意
見
が
相
次
ざ
ま
し

た
。

こ
の
こ
と
を
一受
け
、

浜
日
公

民
館
ほ
併
設
し
て
い
る
水
道
部

・

教
育
委
員
会
や
市
土
地
開
発
公
社

ほ
加
え
、

市
内
Ｅ
点
在
す
る
法
務

局
な
ど
国
の
公
共
業
務
機
関
底
も

呼
び
か
け
、

こ
れ
ら
の
機
関
と
図

書
館
な
ど
を

一
体
的
区
整
備
す
る

折
底
解
俸
す
る
案
が
浮
上
、

周
辺

や
浜
日
川
沿
道
も
整
備
し
、

市
民

広
場
や
駐
車
場
も
完
備
さ
せ
る
、

い
わ
ゆ
る
シ
ビ

ツ
ク
コ
ア
計
画

（市
役
所
周
辺
地
区
整
備
計
画
）

を
策
定
し
、

国
土
交
通
省
と
事
業

化
に
向
け
て
調
整
中
で
す
が
、

着

手
ま
で
か
な
り
年
月
を
要
し
ま

す
。

し
た
が

っ
て
、

そ
れ
ま
で
の

間
に
、

せ
め
て
安
心
し
て
歩
行
者

が
歩
け
る
道
に
な
ら
な
い
か
、

検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、

紺
屋
町
か

ら
朝
日
町
ほ
か
け
て
カ
ラ
ー
舗
装

を
施
工
し
て
い
ま
す
が
、

鏡
山
大

橋
が
完
成
し
た
の
で
浜
日
大
橋
ま

で
の
川
沿
い
の
道
を
、

交
通
安
全

事
業
と
し
て
認
定
し
、

歩
行
者
区

配
慮
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
道
路
に
な

る
予
定
で
す
。

二
月
の
路
上
で
の

要
請
の
の
ち
も
、

取
り
敢
え
ず
、

浜
田
大
橋
か
ら
鏡
山
大
橋
へ
の

一

方
通
行
に
す
る
と
か
、

歩
行
者
帯

を
十
分
確
保
し
車
の
速
度
制
限
を

厳
し
＜
す
る
と
か
、

い
ろ
い
ろ
協

議
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
ク

当
面
、

桜
並
本
の
市
道
を
少
し

で
も
安
心
し
て
歩
け
る
道
に
し
た

い
、

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

禁
煙
週
間

５
月
３‐
日
～
６
月
６
日

平
成
１５
年
５
月
１
日
よ
り
健
康
増

進
法
が
施
行
さ
れ
、

他
人
の
喫
煙
区

よ
り
害
を
被
る
一受
動
喫
煙
の
防
止
が

法
的
区
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

た

ば
こ
の
煙
ほ
ほ
多
＜
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
、

が
ん
や
心
臓
病
な
ど
生
活

習
慣
病
の
危
険
因
子
に
も
な
り
、

喫

煙
者
だ
け
で
な
＜
周
囲
ほ
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
禁

煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

禁
煙
任
挑
戦
し
た
い
人
ほ
次
の

相
談
日
を
利
用
し
て
＜
だ
さ
い
。

一　
①
禁
煙
相
談
日

一　
日
時
　
毎
月
第
４
金
躍
日
　
午
後
１

一　
　
時
～
３
時

（時
間
予
約
制
）

一　
場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

一　
申
込
先
　
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

一
　

（ａ
内
線
１
６
４
、
１
６
６
）

一　
　
ま
た
、

こ
の
週
間
ほ
合
わ
せ
て
市

一
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

禁

一　
煙

・
分
煙
に
関
す
る
情
報
の
パ
ネ
ル

一　
展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
６
月
４

一　
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
市
役
所

一　
地
階
健
康
相
談
室
ほ
お
い
て
、

尿
中

一　
三
コ
チ
ン
濃
度
測
度
お
よ
び
禁
煙
相

一　
談
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
来
場
し
て
＜

一　
だ
さ
い
。

３

・●

一●

≡
ち
Ｉ
六
■
■
】
Ａ
）
■
●

≡
０

一〓
●
十１
、〕
！！一
●
！
じ

一
】
Ａ
Ｌ
十
一
）
よ
】
■
卜
）
・！■
】
′
卜
，
ｉ
Ｃ

■
（
）
■
一
●
■
●
≡
（●
ホ
！

ず

！

お
め
で
と
う
Ｄ
ざ
い
ま
す
！

3 ■31● i it,t,tr, 131()1● !`■in in if〕t ifi t●_■01●  Fユ lf,_t●■3■ :(弓|■!f}i卜r'

3g雷魯罰暑旨B]]ヨ雪]雪畳]]8]冒岳魯8]岳岳言言
齢
:

今回、石油類をはじめとする危険物は、幅広<禾J用され ヽ
ることも|こ住民の日常生活|こ深<浸 透し、その安全確保の P

重要性ほますます増大しています。           こ
危険物こついての矢□識を深め、自主点検や自主消防組織ふ

などによる割練を行い、安全の推進|こつとめましょう。  子
「危険物」とは、消防法で定められた次のような危険性をP

香
の
叙
勲|‐    y転 |■ 腎

岡田幸雄さん (70歳・大金町)

①消防功労        ‐

広報ほまだ :平成16年6月 1日暑

桑原認―さん (76歳・津摩町)

○教育功労

ご意見をお寄せください。 市 長E…maiとmayor@lity.hamadarshimahetjp

瑞宝双光章1端宝単光章|



期
間
　
６
月
１
日
快
～
１０
月
３０
日
仕

場
所
　
指
定
医
療
機
関

（下
表
の
と
お
り
）

間
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
　
健

康
推
進
係

（容
内
線
１
６
４
、
１
６
６
）

【基
本
健
康
診
査
】

年
に

一
度
の
俸
の
総
点
検
を
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

４０
歳
以
上
の
市
民

（た
だ
し
、

事
業
所
健
診
対
象
者
ほ
除
＜
）

料
金
　
１
、
０
０
０
円

（た
だ
し
、

７０
歳
以
上
の
人
、

髄
歳
以
上
７０
歳

未
満
の
老
人
医
療
受
給
者
、

生
活

保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
無
料
）

内
容
　
身
体
計
測

・
間
診

・
血
圧
側

定

・
検
尿

・
心
電
図
検
査

・
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

・
日
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

□
―
ル

一
中
性
脂
肪

・
胃
機
能
検

査

・
貧
血
検
査

・
肝
機
能
検
査

・

血
糖
検
査

・
眼
底
検
査
（必
要
者
の

み
）
・
医
師
診
察

持
参
す
る
も
の
　
健
康
手
帳
、

受
診

カ
ー
ド

※
　
で
き
る
だ
け
空
腹
で
受
診
し
て

＜
だ
さ
い
。

【前
立
腺
が
ん
検
診
】

血
波
検
査
で
簡
単
Ｅ
わ
か
る
検
査

で
す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

基
本
健
康
診
査
と

一
緒
に
受
け
る
と

一
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

対
象
　
市
内
区
居
住
す
る
４０
歳
以
上

の
男
性

料
金
　
１
、
５
０
０
円

（受
診
者
全

員
魅
要
）

持
参
す
る
も
の
　
健
康
手
帳
、

受
診

カ
ー
ド

※
　
健
診
結
果
に
つ
い
て
は
受
診
し

た
医
療
機
関
で
各
自
の
健
康
手
帳

へ
記
入
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
区

持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

持

っ
て
い

な
い
人
は
、

医
療
機
関
ま
た
は
市

役
所
１
階
○
番
窓
□
で
配
布
し
ま

す
。

※
　
９
、

‐０
月
に
は
受
診
者
が
多
＜

な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
お

早
め
に
受
診
し
て
＜
だ
さ
い
。

【肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

平
成
１４
年
度
か
ら
５
年
間
、

基
本

健
康
診
査
に
あ
わ
せ
て
肝
が
ん
や
肝

硬
変
の
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、

肝

糞
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

血
波
検
査
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
と
Ｂ
型
肝
糞
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
ほ
ぜ
ひ
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
基
本
健
康
診
査
の
対
象
者

で
、

こ
れ
ま
で
区
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
ま
た
は
Ｂ
型
肝
糞
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

人
で
次
の
①
ま
た
は
②
③
④
に
該

当
す
る
人
。

①
節
目
検
診

４０
、

４５
、

５０
、

５５
、

６０
、

６５
、

砲

歳
の
人

（平
成
１６
年
４
月
１
日
～

平
成
１７
年
３
月
３‐
日
中
ほ
前
記
の

年
齢
ほ
達
す
る
人
）

○
節
目
検
診
以
外
の
対
象
者

（要
指

導
者
等
検
診
）

②
過
去
区
肝
機
能
異
常
が
あ
る
と
い

わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

③
今
回
の
基
本
健
康
診
査
に
お
い
て

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ

Ｐ

Ｔ

）
値

に

よ

り

要

指

導

と
さ
れ
た
人

④
大
き
な
外
科
的
処
置
を
受
け
を

り
、

妊
娠

・
分
娩
の
時
に
多
量
区

出
血
し
た
り
し
た
こ
と
の
あ
る
人

で
、

定
期
的
ほ
肝
機
能
検
査
を
受

け
て
い
な
い
人

※
　
な
か
、

職
場
で
検
診
の
あ
る
人

は
除
き
ま
す
。

料
金
　
Ｂ
・
Ｃ
型
―１
１
、
２
０
０
円

Ｃ
型
の
み
川
１
、
１
０
０
円

Ｂ
型
の
み
＝
６
０
０
円

※
　
た
だ
し
、

７０
歳
以
上
の
人
、

生

活
保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
無
料

一　
　
全
国
的
区
風
し
ん
に
か
か
る
人
が

一
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

一　
と

っ
て
は
軽
い
症
状

で
す
み
ま
す

一　
が
、

妊
婦
が
妊
娠
初
期
ほ
か
か
る
と

一　
生
ま
れ
て
＜
る
赤
ち
ゃ
ん
に

「先
天

一　
性
風
し
ん
症
候
群
」
が
み
ら
れ
る
こ

一　
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
ほ
か
か
っ

一　
た
こ
と
が
な
＜
、

風
し
ん
の
ワ
ク
チ

一　
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

ワ

一　
ク
チ
ン
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

特

に
‐６
歳
か
ら
２５
歳
を
中
心
と
し
た
年

齢
層
の
人
は
接
種
率
の
低
い
年
齢
層

ほ
当
た
り
ま
す
の
で
ご
注
意
＜
だ
さ

い
。

１
　
予
防
接
種
法
底
基
づ
か
な
い
任

意
の
接
種
に
な
り
ま
す
の
で
、

接

種
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

（満
１
歳
～
了
歳
半
の
乳
幼

児
ほ
定
期
予
防
接
種
な
の
で
無
料

で
す
）

２
　
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
年
代
の

女
性
が
接
種
す
る
場
合
は
、

胎
児

へ
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

妊

娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
、

ワ
ク
テ
ン
接
種
後
最
低
２
か
月
の

避
延
が
必
要
で
す
。

３
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
ほ
医
療
機
関
区

ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
児
童
家
庭
係

（ａ
内
線
１
６
２
、
１
７
２
）

平成16年度基本健康診査

前立撮がん検診および肝炎ウイルス検診指定医療機関一覧

※眼底検査のみの受診はできません

先こ、基本健診を受け、血圧演」定

や血波検査などをし、その結果医師

がら要と判断した場合|こ受けるこ

とができます

浅井町

長沢町
笠柄町

殿 町
片庭町

内村町

相生町

港 町
天満町

港 町
国分町

治和町

原 町
国分町

高田町

下府町

朝日町

片庭町

黒川町

長沢町

長沢町
蛭子町

殿■町
牛市町
国分町
日脚町

殿 町
朝日町

殿 ‐町
治和町
港 町

田中心療内科ワリニツク

中村胃腸科内科医院

中村整形外科病院

中村医院

中村3乎吸器内科医院

西川胃腸科内科医院

西 川 病 院

能美クリニツク

半田医院

真鋼医院
三隅整形外科医院

宮本整形外科医院

向内科小児科医院

輸重内科眼科医院

八杉胃腸科医院

安東医院

池田泌尿器科皮膚科医院

江本産婦人科医院

大る内科医院

大橋整形外科医院

岡本胃腸科内科医院

沖国内科医院

沖田病院
笠日医院

北村内科クリニツク

小池医院

神田小児科医院

斎藤医院

島田病院

周布内科医院

成人病予防センター※鏡訂)

(50音順)

※(注1)あlDかじめセンターこ電話で日Bきを予約して<だ さい。

おさだ眼科ワリニツク
久保日眼科
河野眼科医院
3爾重内科眼科医院

広報はまだ :平成16年6月 1日暑



回ラおばちやんがやってきた/

フーリア ・アルバ レス

あの日、ほ<は 幸せな魔法をか

|すられた。両親の離婚でかじかん

だ少年の心をおばちやんの実顔と

料理であたためてい<、 ユーモア

とやさしさいつぱいの物語。

カラス/杉 田昭栄

カラスの以外な弱点ほ賢いゆえ こ

持つている大きな 「恐怖感」です。各

種撃退グツズの効能やちよつと試して

みたい嫌がらせの策、あとリワナ設置

の工夫など、賢いカラスを賢<防 ぐを

めのテクニツクを紹介 してしヽます。

■
大
人
向
け
の
本
■

少
年
Ａ
矯
正
２
５
０
０
日
全
記
録

車
薙
厚
子

家
族
革
命
　
　
　
　
　
　
清
水
港
昭

捲
り
弦
ら
れ
降
り
振
ら
れ
　
白
川
道

高
く
遠
く
空
へ
歌
２ヽ
つ
た
　
小
路
幸
也

メ
ジ
回
の
来
る
庭
　
　
　
庄
野
潤
三

幽
霊
人
命
救
助
隊
　
　
　
一向
野
和
明

い
つ
か
白
球
は
海
へ
　
　
堂
場
瞬

一

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

前
川
麻
子

日
々
是
作
文
　
　
　
　
　
山
本
文
緒

日
本
作
家
に
学
ぶ
日
本
画
を
描
く
楽

し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
俊
明

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ふ
し
ぎ
を
た
の
し
も
う
数
と
計
算

横
地
清

エ
ラ
ゴ
ン

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

・
パ
才
リ
ー
二

や
さ
い
ば
た
け
は
は
な
ば
た
け

広
野
多
珂
子

ヘ
ン
リ
ー
い
え
を
た
て
る

Ｄ

・
Ｂ
・
　
ョ
ン
ソ
ン

ビ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
　
森
戸
祐
幸

危
険
か
ら
自
分
を
ま
も
る
本

岡
敦
子

・
千
葉
順
子

お

っ
ち
ゃ
ん
の
長
い
夏
休
み岸

川
悦
子

エ
ン
ジ

ェ
ル
翼
を
ひ
ろ
げ
る

ジ

ュ
デ
ィ

・
デ
ル
ト

ン

な
ん
だ

っ
て
し
て
あ
げ
る
よ

ジ

ョ
ン

・
ウ
ォ
レ
ス

え
ぞ
し
か
の
た
び
　
　
手
島
圭
三
郎

簡
易
回
書

入
れ
替
え
の
あ
細
ら
せ

１
回
目
の
簡
易
図
書

（約
２
０
０

冊
）
の
入
れ
替
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。

お
近
＜
の
簡
易
閲
覧
所
区
立
ち
寄

っ

て
ぜ
ひ
利
用
し
て
＜
だ
さ
い
。

市
内
１０
ヶ
所
の
箇
易
閲
覧
所
ほ
次

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
２
回
目
の

入
れ
替
え
は
１０
月
の
予
定
で
す
。

長
浜
公
民
館

・
周
布
公
民
館

・
大
麻

公
民
館

・
美
川
公
民
館

・
佐
々
木
宅

（傑
日
原
町
）
。
長
見
公
民
館

・
後
野

小
学
校

・
国
府
公
民
館

・
久
代
農
協

支
所

・
上
府
農
協
支
所

|くお知らせ>

|「
ヴfし―昭・工fしマー」の7 1trクトー'

対象 小 学生

同時 6月 19日 仕)午 前10時～11時

テーマ 「かえるJ

場所 図 書館 お はなしの部屋

内容 テ ーマ|こそつた本をを<さ ん紹介 しま

す。

ド~    品 及
▼~珂

‐開館時間

|1月｀金 |

土十日

6月 の体館日

1竜話春与

9:00-19100

9:00-17:00

30日

22-0480

市道浜田294号 緑運行規帝J

片庭町地内こおしヽて、道路改良工事を行いま

す。工事期間中ほ片1貝」交互通行等の交通規制を行

います。期間中大変ご迷惑をおかけしますがご協

力をお願いします。

(建設整備課)

期間 12月 15日まで

場所 図 lalのとおり

広報はまだ :平成16年 6月 1日 暑
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胡

川
　

ぽ

楡

鰭

２
級

（５
ト
ン
限
定
）
コ
ー
ス

（新

規
取
得
対
象
）

６
月
５
日
倒
～
６
日
０

学
科
　
５
日
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午

後
５
時
、
６
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
６
時

※
　
実
技
日
程
ほ
学
科
初
日
ほ
発
表

１
級

（５
ト
ン
限
定
）
コ
ー
ス

（４

級
小
型
免
許
所
有
者
対
象
）

６
月
１９
日
位
～
郷
日
個

学
科
　
１９
日
日
午
前
９
時
３０
分
～
午

後
５
時

２０
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
　
掌
科
の
み
で
実
技
は
あ
り
ま
せ
ん

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

（水
産
加
工

団
地
内
）

２
級

（５
ト

ン
）
限
定
コ
ー
ス

＝
１
０
０
、
５
０
０
円

１
級

（５
ト

ン
）
限
定
コ
ー
ス
＝

３
８
、
５
０
０
円

※
　
ク
レ
ジ

ッ
ト
□
―
ン
可

浜
日
マ
リ
ー
ナ

（外
ノ
浦
町
）

梶
目
さ
ん

（
な
②
３
２
８
３
）

※
　
水
躍
日
ほ
定
休
日

ひ
ま
わ
，
広
場
一埴
ギ

ひ
ま
わ
り
広
場
ほ
原
井
幼
稚
園
で

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
（
親
同

士

・
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

親
子
で
友
達
を
つ
＜
っ

て
楽
し
＜
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。

□

毎
週
本
躍
日

午
後
２
時
１５
分
～
４
時
１５
分

※
　
幼
稚
園
の
都
合
で
活
動
し
な
い

日
や
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す

□

原
井
幼
稚
園

対
象
　
未
就
園
児
親
子
お
よ
び
在
園

児
親
子

（必
ず
保
護
者
同
伴
）

申
込
方
法
　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

〔∪
ム団
一
原
井
幼
稚
園

（
な
②
０
０
７
６
）

卓

球

・
ト

ラ

ン
ポ

リ

ン

・
バ

ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
体
育
館
で
で
き

る
い
ろ
ん
な

ス
ポ

ー
ツ
任
フ
ア
ミ

リ
ー
で
、

友
だ
ち
同
士
で
挑
戦
し
て

み
ま

せ
ん
か
。

あ
わ

せ

て

「
ス
ト

ラ
ツ
グ
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム

（ボ
ー
ル
的

当
て
ゲ
ー
ム
と

も
行
い
ま
す
。

６
月
セ
日
位

午
後
１
時
～
４
時

□

　
県
立
体
育
館

日

無
料

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

て
＜
だ

さ

い
。県

立
体
否
館
（ａ
②
ｌ
２
０
１
）

第
４‐
回
ふ
る
さ
ｔ
姫
投
紀
行

傑
日
原
町
か
ら
日
橋
町
へ
抜
け
る
、

畳
岩
越
え
の
往
還
道
約
５
価
を
探
検

ウ
才
―
キ
ン
グ
し
ま
す
。

大
き
な
ウ

ワ
バ
ミ
が
住
お
と
い
う
畳
岩
や
、

日

橋
界
隈
の
不
思
議
発
見
ウ
オ
ツ
チ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

６
月
１３
日
個
　
午
前
９
時
３０
分

ほ
傑
日
原
町
公
民
館
前

（大
歳
神

社
隣
）
ほ
集
合
。

午
後
３
時
慣
ま

で
散
策
。

交
通
手
段
の
な
い
人
ほ

事
前
区
申
し
込
み
の
上
、

午
前
９

時
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
イ
ズ
ミ
正
面
横

の
駐
車
場
ほ
集
合
。

自
家
用
車
底

相
乗
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。

雨
天

の
場
合
は
６
月
刻
日
側
に
延
期
。

準
備
　
弁
当
と
山
歩
き
の
で
き
る
靴

を
用
意
。

資
料
代
を
負
担
し
て
＜

だ
さ
い
。

下
村
明
雄
さ
ん

（午
後
６
時
以

降
　
ａ
０
９
０
１
７
１
３
１
１
９

６
３
７
）

週
末
ぃ
一
卦
保

学
校
休
業
国
区
学
董
を
預
か
り
ま

す
。

①
通
常
コ
ー
ス

室
内
や
市
内
の
公
園
を
中
心
と
し

た
預
か
り

①
外
遊
び
コ
ー
ス

日
替
わ
リ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
出
か
け

を
中
心
と
し
た
預
か
り

対
象
　
小
学
１
年
生
以
上

（兄
弟
姉

妹
と

一
緒
な
ら
４
歳
以
上
も
預
か

り
ま
す
。

）

１
日
１
、
０
０
０
円
か
ら

（保

険
加
入
の
た
め
入
会
金
別
途
魅

要
）

預
か
り
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６

土
寸

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ベ
ろ
（な
②
ｌ
５

１
５
）
甲
吾
三
上
子
①
石
基
紀
♀
ｏ

∽
①
　
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
⊃
①
　
」
０

交
通
遺
児
育
英
会
理
学
生

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
は
、

平
成
崎
年
度
の
奨
学
生
募
集
と
平
成

‐７
年
度
の
奨
学
生

の
予
約
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車

事
故
や
踏
切
事
故
な
ど
、

道
路
睦

お
け
る
交
通
事
故

で
死
亡
し
た

り
、

重
い
後
遺
障
害
の
た
め
働
け

ず
、

経
済
的
ほ
就
学
が
困
難
な
生

徒

・
学
生
で
あ
る
こ
と
。

（申
込

時
郷
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類
　
一局
等
学
校

・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、

大
学

・
短
期

大
学
奨
学
生
、

大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校

・
各
種
学
校
奨
学
生
。

奨
学
金
の
併
用
な
ど
　
他
の
奨
学
金

と
併
せ
て
利
用
も
で
き
ま
す
。

ま

た
、

同

一
世
帯
、

同

一
学
校
か
ら

何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

同
〕

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

（〒
１
０
２
１
０
０
９
３
　
　
一承

都
千
代
日
区
平
河
町
２
１
６
１
１

平
河
町
ビ
ル
３
Ｆ
　
奮
①
３
５
５

６
１
０
７
７
３
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
１
５
２
１
２
８
６
）

丁
一
一０
”＼
＼
〓
〓
〓
　
バ
〇
汁∽
⊂
一」
一　
〇〇
ヨ
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生
活
と
環
境
を
考
え
る
市
民
の
集
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
・ｌｎ
ｉ
は
ま
だ

あ
な
た
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
区

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

押
し
入
れ

の
中
ほ
眠

っ
て
い
る
衣
類
や
贈
答

品
、

日
用
雑
貨
な
ど
捨

て
る
の
が

も
っ
た
い
な
い

「
モ
ノ
」
に
、

再
び

利
用
し
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
気
軽

ほ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

〔Ｕ

６
月
ダ
日
０

午
後
１
時
～
４
時

国
府
小
学
校
添
育
館

（同
一
１６
店
舗

□

１
団
添
に
つ
き
１
、
ｏ
０
０
円

（当
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）

出
店
資
格
者
　
市
内
在
住
者
で
、

個

人

・
団
体
ほ
問
い
ま
せ
ん

申
込
方
法
　
所
定
の
申
請
書
区
よ
る

申
込
期
間
　
６
月
４
日
０
～
１８
日
０

午
後
５
時

〔国

（
∪

環
境
課
清
掃
対
策
係

（
査
内
線
２
５
７
）

海
と
砂
浜
Ｅ
恵
ま
れ
た
美
し
い
浜

日
の
海
岸
に
て
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

普
さ

ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

８
月
郷
日
０

午
前
８
時
か
ら
受
付

石
見
海
浜
公
園
　
特
設
コ
ー
ト

テ
ー
ム
編
成
　
①
男
子
の
部
＝
３
人

（構
成
員
５
人
）
②
女
子
の
部
門

４
人
（構
成
員
６
人
③
混
成
の
部

＝
４
人

（男
女
各
２
人

・
構
成
員

６
人

・
男
子
の
登
録
ほ
３
人
ま

で
）

募
集
チ
ー
ム
　
①
男
子
の
部

門
６４

チ
ー
ム
　
②
女
子
の
部
門
‐６
チ
‐

ム
　
③
混
成
の
部
＝
３２
チ
‐
ム

※
　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
し
ま
す
。

１
チ
ー
ム
＝
３
、
０
０
０
円

対
象
　
一局
校
生
以
上

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
Ｅ
参
加

料
を
添
え
て
生
涯
学
習
課
へ
。

ま

を

ほ
現
金
書
留

で
。

申

込
締
切

日
　

８
月
２
日
倒

〔円
三
剛
一
生
涯
学
習
課

（ａ
内
線
４
５
８
）

搬
理
靴
り
翠

〔Ｕ

６
月
梵
日
倒

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

同

国
府
公
民
館

内
容
　
春
の
重
ね
煮
、

そ
ば
サ
ラ
ダ
、

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
ほ
か
２
品

講
師
　
船
越
康
弘
さ
ん

（同
一
３０
人

（先
着
順
）

日

２
、
０
０
０
円

主
催
　
国
府
い
る
か
ク
ラ
ブ

（
倒

国
府
公
民
館

（
ａ
①

ｌ

２

７

０

）

電
化
キ
ッ
チ

ン
体
験
　
　
　
ン
グ

〔剛
一
６
月
８
日
側

・
１７
日
閃

・
舞
日

側

・
郷
日
側

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

放送大学とはテレビなどを利用して授業を行う正規の通信制大学です。 4年 以上在学

し所定の単位を修得すれば、「学士 (教養)」の学位が取得できます。また、修士課程も

設けられています。

内容
・短期大学 ・専門学校からも3年 次編入学ができます。
・マイベース (ビデオ ・才一ディ才テープ)で 学習できます。CSデ ジタル放送 (無

料放送)で も聴請できます。
・八掌試験はありません。
・18歳以上ならどなたでも入学できます (選科 ・科目履1う生は15歳以上から入学可能)。
・1科国でも学べます。
・教育司練給付制度厚生労働大臣指定講座が利用できます。
・大学院ほ現職教職員の専修免許状取得 こ利用できます。

願書受付期間 6月 15日快)～8月 31日快)

学生の種類 全 科履修生 (大学卒業を目指す学生)、選科履修生 (1年 間在学する学生)、

科目履1シ生 (1学 期間 「6ヶ 月」在学する学生)、1多士科目生

※ ホ ームベージでも募集要頂の請求ができます。

資料請求 ,  資 料請求フリーダイヤル=な 0120-864-600、 放送大学島根

学習センター (a0852② 5500)、 ホームベージhitp://www u air ac.jp/hp、

またよ市生涯学習課 (a内線 457)

□

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
４
階

料
理
教
室

□

各
開
催
日
ご
と
区
定
員
と
な
り

次
第
締
め
切
り

□

無
料

□

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
エ
ネ

ル
ギ
ー
営
業
担
当

公

②
ｌ
３
２
９

６
月
ぃ
肘
ぃ
学

１
日
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

２
日
　
園
芸
教
室

９
日
　
立日
楽
教
室

１０
、

１１
日
　
陶
芸
教
室

‐０
、

‐７
日
　
舞
踊
教
室

１１
日
　
圭
車道
教
室

２４
日
　
『城
山
大
学
』

演
題

「健
康

っ
て
ど
ん
な
こ
と
」

講
師
　
一高
齢
者
健
康
指
導
員

・
保

健
師
　
肥
塚
由
美
子
さ
ん

夕
才
ル
を
持
参
し
て
＜
だ
さ

い
。

対
象
　
市
内
で
６０
歳
以
上
の
人

時
間
　
立日
楽
、

舞
踊
、

城
山
大
学
ほ

午
前
１０
時
か
ら
、

そ
の
ほ
か
は
９

時
３０
分
か
ら

□

市
社
会
福
祉
協
議
会

容

②
０
０
９
４
）
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=定員 日
=米斗金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



ノグせヅ
浜日医療センター a② 2300

【高血圧教室】

内容 ビ デ才 「高血圧と食生活」、減塩食の工夫、
肥滴の予防

栄養管理室 (a内 線 240)

【糖尿病教室】

6月 17日体)午 後 1時30分～4時

内容 糖 尿病と脳卒中、糖尿病の薬|こついて 「食

品交換表」の使い万

【高脂血症教室】

6月 22日快)午 前10時30分～11時30分

内容 ビ デ才「高脂血症と食生活」、食物繊維の働

き、店好品|こついて

カンフアレンス (2階 )

栄養管理室 (a内 線 240)

ルな平淋設酢

ン
三
ア
の
人
パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
を

一
緒
任
し
ま
せ
ん
か
？

６
月
１１
日
０

午
前
９
時
～
正
午

「初
め
て
の
メ
ー
ル
」

６
月
梵
日
Ｑ

午
前
９
時
～
正
午

「
ベ
イ
ン
ト
で
地
図
作
り
」

い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

修
室

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
に
、

住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

開
催
日
、

講
座
名

を
記
入
し
郵
送
。

町

２

３

４

５

１

８

奮
②
３
７
６
３

・
一侵
間
）

◎
キ
ー
ボ
ー
ド
に
な
れ
よ
う
パ
ソ
コ

ン
入
門

（初
心
者
）

７
月
１３
日
快
～
１５
日
休

午
前
１０
時
～
正
午

６
０
０
円

◎
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
り
方
入
門

（初
級
者
）

７
月
２７
日
快
～
２８
日
は

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

６
０
０
円
　
　
　
　
　
．

◎
ワ
ー
ド
で
暑
中
見
舞
い
を
作
ろ
う

（初
級
者
）

７
月
郷
日
快
～
笈
日
休

午
前
９
時
～
正
午

９
０
０
円

◎
「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
シ
ョ
ツ
ピ
ン

グ
＆
旅
行
計
画
を
た
て
よ
う
―
ビ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
必
見
！
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術
！

（初
級

者
）７

月
１３
日
快
～
１６
日
Ｑ

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

１
、
２
０
０
円

◎
「写
真
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
使

っ

て
、

動
く
資
料
を
作
ろ
う
―
ビ

（中

級
者
）

７
月
郷
日
侠
～
２３
日
Ｑ

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

１
、
２
０
０
円

□

各
‐２
人

い
わ
み
―
る
４
階

（パ
ソ
コ
ン

研
修
室
）

申
込
締
切
日
　
６
月
郷
日
０
必
着

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
に
住
所

・

氏
名

・
電
話
番
暑

・
希
望
の
コ
ー

ス
名
を
記
入
し
郵
送
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
出
来
ま
す

応
募
者
多
数
の
場
合
は
犯
選

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

タ
ー

（〒
６
９
７

‐
０
０
１
６

野
原
町
１
８
２
６

１
１
　
い
わ

み
―
る
内
　
容
②
９
３
４
６
）

⊂
刃
庁
”
す
一
一
ｏ
中
＼
＼
〓
〓
〓
。
」
Ｏ
Ｊ
Ｏ
‐

∽
丁
一
ヨ
Ｏ
Ｄ

①
　
Ｏ
【。　」０
＼
Ｏ
Ｏ
＼
∽
①
↓σ
⊂
＼

車
ｏ
一
一
中∽
①
↓σ
⊂
〇
」〇
丁
〇
‐
∽
す
一ヨ
∞
⊃
①
　
Ｏ

、
　
」
０

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

対
象
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
福

祉
ほ
貢
献
す
る
熱
意
が
あ
り
、

全

国
程
出
席
で
き
る
人

６
月
２‐
日
個
よ
り
１
か
月
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

□

先
着
２０
人

３
８
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
お
）

申
込
方
法
　
住
所
、

氏
名
、

生
年
月

日
、

性
別
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
１
３

級
研
修
の
終
了
の
有
無
、

連
絡
先

を
学
校
睦
連
絡
の
上
、

一受
講
料
を

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

浜
日
ビ
ュ
ー
テ
イ
ー
カ
レ
ツ
ジ

（浅
井
町
な
②
７
１
３
０

囲

②

７
１
４
５
）

叡

み
つ
め
！で

』
　
！！
！！

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
を
と

お
し
て
、

地
域
財
産
で
あ
る
歴
史
と

文
化
を
見
つ
め
な
お
し
、

街

・
人
づ

＜
り
の
力
向
性
を
深
り
ま
す
。

（倒
｝
６
月
１９
日
□

午
前
１０
時
～
午
後
４
時
３０
分

島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
①
分
科
会

（１０
時
～
）
②
映

像
で
つ
づ
る
右
見
風
土
記

（１
時

～
）
③
全
体
討
論
会

（２
時
～
）

２
５
０
人

日

無
料

申
込
方
法
　
手電
話
で
申
し
込
ん
で
＜

さ
い
。

申
込
締
切
日
　
６
月
１０
日
側

※
　
実
費
負
担
で
昼
食
を
手
配
し
ま

す
。

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
＜

だ
さ
い
。

（円
Ｘ
剛
）
生
涯
学
習
課

（奮
内
線
４
５
７
）

浜
日
養
護
学
校
で
は
、

広
＜
地
域

の
皆
さ
ん
に
不
校
の
教
育
活
動
を

知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
学
校
公
開
週

間
を
計
画
し
ま
し
た
。

気
軽
に
ご
来

校
＜
だ
さ
い
。

な
か
、

来
校
の
際
ほ

担
当
ま
で
あ
知
ら
せ
＜
だ
さ
い
。

６
月
郷
日
個
～
２５
日
Ｑ

内
容
　
授
業
参
観
、

施
設
見
学
、

教

育
相
談

浜
日
養
護
学
校

小
川
さ
ん

谷

②
２
２
０
０
）

6月 1日 側 から前年中

(平成15年中分)の 所得証

明書を発行いたします。

□ 税務課市民税係

(a内線 131、  132)

広報はまだ :平成16年6月 1日豊



=

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト

６
月
郷
日
個

午
前
１０
時
～
午
後
１
時
３０
分

□

国
府
公
民
館

出
品
内
容
　
家
庭
日
用
品
、

食
品
（調

味
料
）
、

お
も
ち
や
、

衣
類
な
ど

※
　
持
ち
帰
り
ほ
魅
要
な
袋
な
ど
を

持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
出
品
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

主
催
　
国
府
い
る
か
ク
ラ
ブ

〔田
ム団

国
府
公
民
館

谷

②
ｌ
２
７
９

映
画
上
映
会
　
　
！！

実
在
し
た
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル

・
レ
ト

リ
バ
ー
の
首
導
犬
の
物
語
。

ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ほ
な

っ
た

『首
導
犬
ク
イ
ー

ル
の

一
生
』
を
映
画
化
し
た
感
動
作

を
上
映
し
ま
す
。

６
月
セ
日
働
　
午
後
１
時
・
４

時

・
了
時
郷
分
上
映
開
始

石
央
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

当
日
の
み
　
マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ

滴
点

一
冊
ま
た
は
大
人
＝
１
、
２

０
０
円
　
小

・
中
学
生
＝
８
０
０

円
　
未
就
掌
児
童
ほ
つ
い
て
は
保

護
者
同
伴
の
み
無
料
。

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
事
務
局
　
ま

た
は
、

石
央
文
化
ホ
ー
ル
情
報
セ

ン
タ
ー

（ａ
②
２
１
０
０
）

銘
鐙
諜
一一獄
邑

〔団
　
６
月
確
固
倒
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
１３
日
個
　
午
前
９
時
～

午
後
４
時

□

石
見
公
民
館

〔∪

盆
栽
会
　
宇
津
さ
ん

容

②
ｌ
０
６
８
）

6月 11日 0 午 後 18寺30分開会

みどりかいかん (金城町)

※ ど なたでも傍聴できますので、気軽|こ

参カロしてください。(ただし、傍聴でき

ない場合もあります。)

市昭栂合併推進室 (査内線 336)

■■■■||■|||■|■■|■‐ ■|■■■|■■■■■■■■■|||■■||■■■■■■||■■||■■|■■■■|||■|||||

6月 献血日程 (全 血献血)

6月 献血会場 町名 受付時間

９

日

水

石原製作所 朝日町 午前9時～108青

浜国家政高等

専修学校
極原町

午前 10時30分

～11時30分

浜日税務署 殿  町
午後 1時～2時

30分

山陰中央新報

浜日ビル
竹迫町 午後3時～4時

％
日
０

協示□木工

浜日工場
周布町

午前 93寺30分

～正午

島根県立大学 野原町
午後 1 時 3 0 分

～4 8 寺

歯
の
笛
居
彗
展

６
月
‐３
日
個

午
前
９
時
～
１１
時

島
根
県
歯
科
医
師
会
西
部
会
館

（久
代
町
）

内
容
　
」凶
科
検
診
、

ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ

指
導
、

フ
ッ
素
≧
布
、

紙
芝
居
、

パ
ネ
ル
ン
ア
タ
ー
な
ど

５
０
０
円

持
参
す
る
も
の
　
使
用
中
の
歯
ブ
ラ

ン
、

夕
才
ル

〔∪

歯
科
医
師
会
西
部
会
館

（
ａ
④
ｌ
９
６
０
）

火

・
水

・
本

・
土
曜
日
の
み

主
催

・
協
力
　
止凶
科
医
師
会
、

歯
科

衛
生
士
会
、

お
話
会
ト
ム
テ

犬
・猫
は
正
し
く
　
　
　
　
ょ
う

犬

・
猫
の
飼
い
方
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

ｏ
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
や
鳴
き
声
、

猫
の
放
し
飼
い
等
で
周
り
の
人
睦

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
ほ
飼
い
ま

し
よ
う
。

ｏ
電
気

・
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
検
針

の
際
区
、

犬
Ｅ
随
ま
れ
る
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
付
近

ほ
犬
ほ
つ
な
が
な
い
よ
う
ほ
し
ま

し
よ
う
。

ｏ
犬

・
猫
が
飼
え
な
＜
な

っ
た
場
合

は
、

適
正
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る

人
ほ
譲
り
ま
し
よ
う
。

ど
う
し
て

も
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
保
健

所
ほ
引
き
取
り
を
求
め
て
＜
だ
さ

い
。

捨
て
犬

・
捨
て
猫
ほ
絶
対
ほ

や
め
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
係

（谷
内
線
２
５
６
）

※ 献 血時|こ使われる採血針や採血バック

は一
人ひとり新 しいものを使用 していま

すので、他の献血者から肝糞やエイズな

どの病気がうつる心配はありません。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
長

沢
町
　
長
谷
川
勝
美
　
▽
熱

日
町

宮
下
和
子

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
松
原

町
　
士
□
日
港
　
▽
元
浜
町
　
桝
見
フ

サ
ヱ

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
宇
野
＝
▽
宇

野
町

砂
川
稔
幸

○
元
浜

―

・

２

・
３
＝
▽
元
浜
町
　
桝
見
フ
サ
ヱ

○
美
川
連
合
＝
▽
内
日
町
　
藤
原
ヒ

サ
ヨ

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
周
布
１
＝
▽

周
布
町
　
一向
橋
千
鶴
子

◎
国
分
自
治
会
館

へ
　
▽
国
分
町

佐
喜
ミ
ヨ
子

◎
熱
田
７
町
内
集
会
所
児
童
館
ヘ

▽
熱
日
町
　
松
本
照
子

◎
市
介
護
者
会

へ
　
▽
極
原
町
　
中

井
百
合
子

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
新
町
　
す
み
よ
し
洋
装
店

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
殿
町
　
斎

藤
和
子

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
松
岡

文
進
堂

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
上
府
町

吉
川
ト
メ
子
　
▽
お
大
師
仲
間

一
同

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

▽
熱
日
町
　
津
枝
シ
ズ
ヱ
　
村
上
頑

子
　
▽
竹
迫
町
　
党
玉
法
子
　
▽
長

浜
町
　
日
中
る
り

他
寄

付
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開所日 月 躍日～土躍日 (国躍日 ・祝日ほ休み)

※ 日 躍開所時はその都度広報でお矢□らせします。

開所時間 午 前 8時 30分～午後 5時

※ 毎 週月 ・金ほヨし幼児健康相談日 受 付時間 午 前 9時 30分～11時

※ 毎 月、第 3金 躍日ほすペーすひだまり (おやこ濠」場主催)午 前10時～正午

申し込み ・問い合わせ先 子 育て支援センター 「す<す <J(a・ 醐 ② 1253)

日時  6月 27日(日)

午前10時30分～11時30分

■■■■■■■■■■■■■■■■■|||■

10の 6
■ 日口寺  7斥君6日 (火)
■   午 前10時30分～11時30分

日本古来の伝統行
事 |こボランテ イアの  、、ィ  /

箇「[ぽ 髄
｀

蓄習倒捌鞍曜崎勤
日時 6月 17日休)

午前10時30分～113寺30分

子どもの不慮の事故を予防しましよう。
「あっ、どうしよう」こんな時慌てないた
めこ知っておきませんか。

=

t

i

=

※
こ
の
広
報
紙
は
ヽ
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

行 事 予 定  (6円 15回～7円 14日)

日 ・]窪日 間主
寸 容内事

一可

6 月1 5 日( 火)

1 7 日( 本)

18日 (金)

23日(水)

25日 (金)

2 7日(日)

7 月 6 日快)

7 日 ( 水)

14日〔水)

午後 1時～3時

午前10時30分～11時30分

午前100寺～11時

午前108寺30分年118寺30分

午前9時30分～正午

午前10時30分～11時

午前10時30分～11時30分

午前10時30分～110寺30分

午後 1時～3時

午前9時30分～11時

午前10時30分～正午

おもちゃの病院 (壊れためもちゃを持参

して<だ さしヽ)

講習会 「ヨし幼児の安全な生活」

こころころ (心ほぐしのワーワシヨップ ・

要予約)

食育ミニ講座 (離乳食 月齢|こあつた食晶

の選び方と分量)

あつぱいの日 (要予約)

音楽リズム遊び (0歳 から参加できます)

あ父さんと遊ぼう     |

(一緒 こ触れ合い遊びをします)

七夕会 (七夕飾りを作ります)

おもちゃの病院 (壊れためもちゃを持参

して<だ さい)

なんでも相談の日

トーク&交 流会 (ひよこの会)

第 1子 こ0歳 児を持つ親の集い

くらし②りL   ド
○火災のテレホンサービス 俗 ② 4343)

○子どもと家庭電話相談室 (a② 8641)

○休日応急診療 毎 週日躍日・祝日/100寺～16時/市役所地階

休日応急診療所

○行政 ・人権相談 毎 週水躍日/108寺～158寺/市役所 4階 401

会議室

○消費生活相談 月 躍日～金躍日/環 境課

○総合相談 毎 週月躍日/108寺～15時/総合福祉センター (野

原町8591、な② 0068)

①法律相談 毎 週金3窪日/108寺～16時/右見法律相談センター

(浜田市役所日町分室内、な②4514)※ 予約受け付すほ

周躍日～金躍日の9時 ～17時

○交通事故相談所開設日 火 ・水 ・金躍日および7日 の月躍

日/9時 ～16時/しヽわみ―る2階。

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水躍日/13時15分～

14時45分/予約 ・連絡先《浜日支所な② 9342・ 極江本所

奮0852② 5102,6509(FAX兼 用)》

○こころの健康相談 6月 11日住)/138寺～15時/浜圏健康福

祉センター高齢者障害者支援グループ (片庭町、a① 55

50)へ 電話で申し込みをしてから。

○高齢者 ・障害者相談 ※ 相談は無料
一般相談 月 躍日～土躍日 9時 ～16時

第 4土 躍日 ・祝国は休み

専P8相談   ※ 専門相談ほ予約が魅要

法律 (弁護士) 毎 月第 1'3水 躍日 10時 ～正午

司法 (司法書士)毎 月第 4水 躍日 10時 ～正午

精神科 (医師) 毎 周第 3金 躍日 138寺30分～150寺30分

福祉権利 (社会福祉士) 毎 月第 2土 躍日 14時 ～163寺

カウンセリング (臨床心理士)毎 月第 2水 躍日 14時 ～16時

島根県高齢者 ・障害者総合相談センター・る見分室 (いわみ一る2階)

ンルバー110番=a② 9337

障害者110番=a② 9338、 団 =② 9339

※ 手 話通訳 ・要約筆記の必要な人はFAXな どで連絡。

○在住外国人相談窓回 (a② 7456)

月8窪日～金躍日/9時 ～16時/しまね国際センター西部支所

(熱田町21352浜日ポートセンター内)

○外国人に関する無料法律相談 (a② 7456)

毎月第 4水躍日/130寺～168寺/しまね国際センター西部支所

(熱日町21352浜日ポートセンター内)

※ 予 約受付は月躍日～金躍日の9時 ～17時

広報ほまだ :平成16年 6月 1日 昌 14


